
第３回橋梁保全シンポジウム 

  

１．名  称 ： 東北地方の橋梁保全に関する第３回シンポジウム 

          サブテーマ：「耐震対策と橋梁保全のあり方」 

２．開催日時 ： （２０１２年）平成２４年１月１２日（木）１３：００－１７：３０ 

３．開催場所 ： 仙台市情報・産業プラザ「多目的ホール」（アエルビル５階） 

４．開催趣旨 ： 

   橋梁の老朽化が進む中、計画的な橋梁点検と確実な橋梁補修の実施がますます重要  

な状況となっている。          

   一方、平成２３年３月１１日東北地方を襲ったマグニチュード９．０の大きな地震  

は、多くの生命と財産を奪う未曾有の大災害となった。その後も、余震が広範囲かつ連続

して発生している状況において、専門家の間では、大きな地震がいつどこで発生してもお

かしくないとも言われている。 

   そこで、橋梁保全に関し、東北地方太平洋沖地震における道路橋の被害と長寿命化時代

の橋梁の予防保全対策について橋梁の専門家から講演を頂き、各道路管理者からは、震災

後の対応と課題、合わせて耐震対策の進捗状況や橋梁保全の取り組みについて紹介しても

らう。 

   また、維持管理に関する課題について学識経験者から提示する。 

５．実施内容 ： 別紙、プログラム（案）のとおり 

６．対  象 ： 国・地方自治体・市町村・土木技術者・建設業関係者 

コンサルタント関係者等 

７．会  費 ： １，０００円（資料代として、1,000 円申し受けます） 

８．定  員 ： ４５０名（定員に達し次第，締切らせて頂きます） 

９．主催：土木学会東北支部 

１０．共催・後援（予定） 

共催：国土交通省東北地方整備局，青森県，岩手県，宮城県，秋田県，山形県，福島県 

仙台市，社団法人東北建設協会 

後援：社団法人日本建設業連合会東北支部，東北建設業協会連合会 

公益社団法人日本技術士会東北本部，社団法人建設コンサルタンツ協会東北支部 

公益社団法人日本コンクリート工学会東北支部，公益社団法人地盤工学会東北支部 

社団法人プレストレスト・コンクリート建設業協会東北支部 

社団法人日本橋梁建設協会東北事務所，社団法人日本橋梁・鋼構造物塗装技術協会

社団法人プレストレスコンクリート技術協会，東北電力株式会社 

東日本高速道路株式会社東北支社，東日本旅客鉄道株式会社仙台支社 

 
※ 本シンポジウムは、土木学会 CPD プログラム認定を受けております。（4.5 単位） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



土木学会東北支部主催 

第 3 回 東北地方の橋梁保全に関するシンポジウム 

～耐震対策と橋梁保全のあり方～ 

プログラム（案） 

■ 開催日時：平成２４年１月１２日（木）13:00～18:00 

■ 開催場所：仙台市情報・産業プラザ「多目的ホール」（アエルビル５階） 

 

開会の挨拶  …………………………………………  13:00～13:05 

          土木学会東北支部長 

【 基調講演 】 

『東北太平洋沖地震における道路橋の被害と橋梁の予防保全対策』

『道路橋示方書改訂の動き』………………………… 13:05～14:15 

        国土技術政策総合研究所 道路構造物管理研究室長  玉越 隆史 

― 休憩（14:15～14:30）― 

【 話題提供 】 

１．『東日本大震災での直轄橋梁損傷と課題』と 

  『橋梁保全の身近な取り組み事例紹介』……… 14:30～15:10 

        東北地方整備局 道路部 道路保全企画官    佐々木 一夫 

２．『東日本大震災による宮城県の橋梁被害状況と 

今後の保全対策について』 ………………………… 15:10～15:45 

        宮城県 道路課 橋梁整備班 技術主査     早坂  俊広 

３．『東日本大震災による仙台市の橋梁被害状況と 

今後の保全対策について』 …………………… 15:45～16:20 

        仙台市建設局 道路部 道路管理課 維持係長  太田代  康 

― 休憩（16:20～16:35）― 

４．『青森県における橋梁保全の取り組み』……… 16:35～17:10 

        青森県 道路課 橋梁・ｱｾｯﾄ推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ総括主幹 川村  宏行 

５．『震災後の橋梁保全の留意点』    ………  17:10～17:45 

        東北大学大学院                久田   真 

 

閉会の挨拶(総括)   ………………………………     17:45～18:00 

        東北大学大学院                鈴木  基行 

※ プログラムは変更になる場合がございます． 

※ 各話題提供者の発表時間には、質疑応答の時間が含まれます． 



「第３回 東北地方の橋梁保全に関するシンポジウム」申込書 

(ふりがな)
 

連絡担当者 
 

機 関 名  

住 所  

電 話 番 号  

e - m a il  

申 込 内 容 参加者申込者合計（   名） 

連

絡

先 

配 布 資 料 

支 払 方 法 

□ 当日支払い 

□ 後納（請求書希望）   ※いずれかにレ点を記入 

 
(ふりがな) 

申込者氏名 

① 
 

 

会員種別

（いずれかに

レ点を記入）

□ 土木学会会員 

（個人 ・ 法人 ・ 賛助 ・ 学生）

□ 非会員 

(ふりがな) 
申込者氏名 

②  

会員種別

（いずれかに

レ点を記入）

□ 土木学会会員 

（個人 ・ 法人 ・ 賛助 ・ 学生）

□ 非会員 

(ふりがな) 
申込者氏名 

③ 
 

会員種別

（いずれかに

レ点を記入）

□ 土木学会会員 

（個人 ・ 法人 ・ 賛助 ・ 学生）

□ 非会員 

(ふりがな) 
申込者氏名 

④ 
 

会員種別

（いずれかに

レ点を記入）

□ 土木学会会員 

（個人 ・ 法人 ・ 賛助 ・ 学生）

□ 非会員 

(ふりがな) 
申込者氏名 

⑤ 
 

会員種別

（いずれかに

レ点を記入）

□ 土木学会会員 

（個人 ・ 法人 ・賛助 ・ 学生）

□ 非会員 

※ １ 参加（聴講券）発行いたしません。 

※ ２ ご参加いただけない場合のみ，ご連絡させていただきます。 

※ 3 申し込みが複数でない場合でも連絡先の欄もご記入願います。 

 

参 加 ： 無料（配布資料代として 1,000 円を別途申し受けます） 

定 員 ： 450 名（定員に達し次第，締切らせて頂きます） 

申込先 :  

申込書に必要事項を明記のうえ，以下の連絡先（fax または e-mail）まで，お申込みく

ださい。 

公益社団法人土木学会東北支部 電話/FAX ： ０２２－２２２－８５０９  

e-mail ： jsceth-appli@estate.ocn.ne.jp(※このアドレスは参加申込専用となっております) 


